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設計した2DQ は7 段パイプラインステージの4 並列キュープロセッサである. 設計ではハード 
ウェア記述言語Verilog HDL を用いて2DQ のRTL 設計を行った. 論理合成の結果は2 入力NAND 
換算で面積は1251980個分, ゲート数は589782, 各パイプラインステージの遅延は最大で43.3 
[nsec] となった. シミュレーションを行い簡単なプログラムで機能検証を行い, 意図したとお
りに動作することが確認できた. この研究によりこれまでのキュープロセッサの欠点をなくし，
またランダムアクセスレジスタの概念の無い，ハードウェア複雑性の小さいキュープロセッサの
基本設計に成功した． 
 
